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謹
賀
新
年

本
年
も　

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

環
境
の
世
紀

新
年
を
む
か
え
、
景
観
に
関
す

る
居
住
・
地
域
環
境
、
温
暖
化
防

止
の
地
球
環
境
、
環
境
共
生
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
環
境
の
短
文
を
書
き

ま
す
。

『
景
観
の
良
い
マ
ン
シ
ョ
ン
』

３２
年
前
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を

購
入
。
武
蔵
野
線
の
新
座
駅
か
ら

歩
い
て
十
数
分
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
七
階
建
て
百
戸
の
六
階
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
旧
川
越
街
道
に

沿
っ
て
お
り
、
東
向
き
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
眼
下
に
街
道
沿
い
の
農
家

と
ケ
ヤ
キ
の
屋
敷
林
、
右
方
向
に

は
平
林
寺
の
保
安
林
。
玄
関
を
出

れ
ば
、
西
南
の
は
る
か
遠
方
に
は

美
し
い
姿
の
富
士
。
四
季
の
う
つ

り
か
わ
り
は
眼
を
楽
し
ま
せ
、
遠

景
は
心
を
休
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
選
ん
だ

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
居
生
活
の

景
観
が
良
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
生
ま
れ
た
農
家
は
南
向
き
、

一
面
の
水
田
と
遠
方
に
山
並
み
。

社
会
人
に
な
っ
て
、
京
都
の
一
戸

建
か
ら
大
文
字
や
東
山
の
眺
望
。

『
京
都
市
の
新
し
い
景
観
政
策
』

古
都
・
京
都
市
は
、
景
観
の
保

全
と
創
造
に
向
け
【
京
都
市
眺
望

景
観
創
生
条
例
】
を
昨
年
九
月
に

施
行
。
世
界
遺
産
十
四
社
寺
を
含

む
三
十
八
カ
所
に
視
点
を
も
う

け
、
眺
望
や
借
景
保
全
の
た
め
建

築
物
の
高
さ
や
デ
ザ
イ
ン
を
規
制
。

桝
本
頼
兼
市
長
は
「
五
十
年
、

百
年
後
を
見
据
え
、
世
界
に
誇
る

歴
史
都
市
の
景
観
を
保
全
、
再
生

し
、
未
来
に
伝
え
て
ゆ
く
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
滋
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

対
策
協
議
会
の
谷
垣
千
秋
幹
事

「
景
観
意
識
の
高
い
京
都
で
は
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
反
対
。
周
辺
住

民
が
納
得
す
る
高
さ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
こ
と
も
大
切
」

国
交
省
景
観
室
「
欧
州
で
は
歴

史
都
市
に
厳
し
い
規
制
は
常
識
。

前
例
の
な
い
取
組
に
注
目
」

『
温
暖
化
防
止
・
京
都
元
年
』

昨
年
の
猛
暑
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
八
月
十
六
日
に
、
埼
玉
県
熊

谷
と
岐
阜
県
多
治
見
で
は
84
年
ぶ

り
に
四
○
・
九
度
の
最
高
温
度
を

記
録
。

一
九
九
七
年
末
、
世
界
約
百
七

十
カ
国
が
京
都
に
参
集
。
日
本
が

議
長
国
、
先
進
国
の
一
九
九
○
年

比
の
温
暖
化
ガ
ス
削
減
率
を
定
め

た
【
京
都
議
定
書
】
を
採
択
。
関

係
各
国
が
批
准
、
○
五
年
に
発
効
。

本
年
を
京
都
元
年
と
し
て
五
年

間
に
、
先
進
国
は
議
定
書
通
り
温

暖
化
ガ
ス
を
削
減
。
米
国
が
未
だ

批
准
し
て
お
ら
ず
残
念
。
以
上
の

あ
ら
ま
し
は
本
誌
78
号
に
紹
介
。

日
本
の
義
務
は
九
○
年
比
で
六

％
ガ
ス
削
減
。
六
～
八
％
増
の
状

況
か
ら
十
数
％
減
は
容
易
で
な
い
。

産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
は
、

省
エ
ネ
と
排
出
権
の
大
量
取
得

で
、
削
減
目
標
に
大
き
く
前
進
。

（
註
）
排
出
権　

先
進
国
は
省

エ
ネ
技
術
や
資
金
に
よ
っ
て
途
上

国
か
ら
ガ
ス
排
出
権
を
取
得
。

一
方
、
運
輸
、
業
務
や
家
庭
部

門
で
は
、
削
減
目
標
の
達
成
が
厳

し
い
状
態
で
、
効
果
的
な
削
減
策

を
模
索
中
。

日
本
は
排
出
権
の
購
入
や
森
林

整
備
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

早
く
も
二
○
一
三
年
以
降
の

【
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
】
へ
の
取

組
が
国
際
的
に
議
論
。
温
暖
化
防

止
に
は
、
今
後
二
十
─
三
十
年
の

努
力
と
投
資
が
大
切
。

『
温
暖
化
防
止
・
バ
イ
オ
燃
料
』

自
動
車
燃
料
に
植
物
か
ら
製
造

し
た
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
は
、
温
暖

化
ガ
ス
の
変
動
が
な
く
、
排
出
量

を
ゼ
ロ
と
し
て
計
算
で
き
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
米

国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
、
世
界

の
バ
イ
オ
燃
料
の
七
割
を
生
産
。

バ
イ
オ
燃
料
は
世
界
の
ガ
ソ
リ
ン

消
費
の
二
・
五
％
（
熱
量
比
較
）

に
達
し
た
も
よ
う
。
生
産
価
格
は

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
四
十
円
程
度
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
国
内
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
に
二
十
数
％
混
合
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

日
本
も
産
官
学
共
同
で
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
低
コ
ス
ト
量
産
技

術
の
開
発
に
着
手
。

稲
わ
ら
や
も
み
殻
、
解
体
建
築

木
材
な
ど
割
安
で
大
量
入
手
で
き

る
廃
材
を
利
用
。
二
○
一
五
年
に

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
生
産
コ
ス
ト
四

十
円
の
国
際
水
準
を
目
指
し
ま
す
。

『
環
境
共
生
の
マ
ン
シ
ョ
ン
』

高
断
熱
・
高
気
密
構
造
の
冷
暖

房
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽
光

発
電
、
雨
水
の
再
利
用
施
設
、
廃

棄
物
削
減
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
、
既

存
樹
木
の
保
存
、
屋
上
緑
化
。

以
上
は
、
環
境
共
生
マ
ン
シ
ョ

ン
に
採
用
さ
れ
た
要
素
技
術
の
一

部
で
す
。

【
環
境
共
生
住
宅
】
地
球
環
境

の
保
全
、
地
域
周
辺
環
境
と
の
親

和
性
、
居
住
環
境
の
健
康
・
快
適

性
の
３
目
的
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

現
し
た
住
宅
（
戸
建
・
集
合
）。

新
築
に
際
し
、（
財
）
建
築
環

境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
に
申
請

し
審
査
を
う
け
、【
環
境
共
生
住

宅
】
と
認
定
さ
れ
る
と
、
融
資
や

補
助
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
、

販
売
や
転
売
の
際
に
は
品
質
保
証

に
な
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
十
七
年
ま
で

の
認
定
戸
数
は
次
第
に
増
加
し
て

い
る
が
少
な
い
。
官
も
協
力
し

て
、
企
業
の
推
進
協
議
会
が
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
改
良
時
に
も
、
環

境
共
生
の
考
え
方
や
要
素
技
術
は

参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
理
事
長

喜
田　

大
三


